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市区町村名 秋田県由利本荘市 

担当部署 総務部 行政改革推進課 

電話番号 0184-24-6383 

所属メール gyokaku@city.yurihonjo.lg.jp 

 

１ 取組事例名 

移動市役所推進事業（ゆりほん窓口 GO！） 

 

２ 取組期間 

⚫ 令和４年度 実証実験 

⚫ 令和５年度 本格運行～（継続中） 

 

３ 取組概要 

⚫ オンラインによる遠隔相談や証明書類発行機能等を搭載したマルチタスク車両に職員が乗車し、住民

が自宅近辺で出張行政サービスを受けられる移動型サービス（行政 MaaS）。移動手段の確保等が困難な

市民の利便性向上、行政サービスヘのデジタル技術の活用を図りつつ、移動手段がない住民や、デジタ

ルが苦手な住民に、自宅近くで直接サービスの提供を可能にすることで人口減少に伴う交通や移動に

関する課題の解消を目指す 

⚫ 行政 MaaS型では秋田県内では初の取り組みであり、提供サービスについて拡大を検討している。 

 

４ 背景・目的 

①人口減少に伴う労働人口の減少 

・公共交通を担う人材の不足により、公共交通網の維持が困難になる 

・行政サービスでも、職員の減少によって拠点機能の維持が難しくなる 

→行政サービス拠点まで来なくても、サービスを提供できる仕組みが必要 

行政サービスヘのデジタル技術の活用を図りつつ、移動手段がない住民 

や、デジタルが苦手な住民に自宅近くで直接サービスの提供を可能に 

②高齢化地域の増加 

・中山間地域を中心に高齢化率の進行が顕在化 

・行政サービスとのアクセスがより一層難しくなる 

→中山間地域などに居住している高齢者にも、行政サービスを届ける方法が必要 

 デジタル化の進展や行政サービスヘのアクセスが難しくなるなどの住民の不安を解消し、住民が行政

サービスの提供方法を自由に選択できる体制を整える 

③移動手段を持たない高齢者の増加 

・高齢化や運転免許の自主返納などにより、自家用車での移動に依存していた高齢者が、移動手段を失って

しまう 

→移動手段を持たない高齢者と行政サービスを接続する手段が必要 

  サービスの質を維持しながら行政機能の集約、再配置を検討し、将来に向けた行政サービス拠点のあり

方を検討する 
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５ 取組の具体的内容 

マルチタスク車両を導入し、移動市役所（行政 MaaS）を推進 

⚫ マルチタスクで利用可能な特殊車両内にオンライン会議システムを構築し、遠隔で窓口相談を実施 

⚫ マルチタスク車両内に閉域 SIMを用いた VPNにより庁内 LAN環境を延伸し、窓口業務を車両内で実施 

⚫ マルチタスク車両内で写真撮影等も含めマイナンバーカードの申請受付を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

⚫ 窓口で取り扱っている業務を、できるだけ多く移動市役所で受けられるように、全庁的に可能な業務に

ついて照会し、取り入れた。 

（例：証明書発行、マイナンバーカード申請、入浴施設入場料等割引券、各種相談 など） 

⚫ 由利本荘市は１市７町が平成 17年に合併した市であり、面積が 1,209平方キロと沖縄本島とほぼ同じ

面積であり広大である。そのなかで高齢者などは移動手段の確保が課題であることから、巡回する場所

についてもきめ細かく、地元の公民館等へも訪問しており、市内 48箇所へ訪問している。 

⚫ 令和４年度に NTT 東日本秋田支店及び MonetTechnologies のご協力をいただき、10 日間の実証実験を

実施。マイナンバーカード申請等の一定の利用数があったことから、デジタル田園都市国家構想交付金

（デジタル実装タイプ）に申請を行い、本格実施に踏み切った。 
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７ 取組の効果・費用 

① 得られた効果・今後見込まれる効果 

  高齢者をはじめ移動手段の限られている市民が、市役所庁舎・総合支所などに来庁しなくても行政サー

ビスを受けられる 

② 取り組みに要した費用 
車両：約 16,600千円 
機器：約 6,033千円 
運行支援：800千円 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

⚫ 移動市役所内での取り扱い業務や運行箇所については、事業を始める上で、苦労した部分であった。取

り扱い業務については、各課から移動市役所で受けることができそうな業務を聞き取ったりした上で、

整理した。運行箇所については、基本的には町内会（自治会）会館を廻ることとしたが、その他に、日

中に従業員が勤務している事業所などにも運行することで、普段は市役所に来れない方への行政サー

ビス提供ができるようになった。 

 

９ 今後の予定・構想 

⚫ 移動市役所車両として対応可能な業務としましては、住民票・印鑑証明書等の発行やタクシー助成券の

発行、申請書の各課との取り次ぎ等を行っておりますが、さらに対象業務を拡大に向けて検討している

ところ。 

⚫ また、別部署ではあるが、医療 MaaSの導入を検討しており、導入となれば、医療機関への移動が困難

な高齢者等への支援への展開となる。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

⚫ 免許返納等で高齢者の移動手段が限られる中で、本事例は有効であると考えられ、住民満足度向上に繋

がります。 

⚫ 人口減少のなかで、自治体が今までと同じ規模・人員で行政サービスを行っていくことは難しい状況で

あり、職員数の減も見込まれます。そのなかで、移動市役所（行政 MaaS）のようなデジタルの力を活

用し、住民サービスを維持していくことは必要であると考えれることから、本市の取り組みをぜひ参考

にしていただきたいです。 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

＜由利本荘市ホームページ＞ 

https://www.city.yurihonjo.lg.jp/1000002/1001507/1008031/1008156.html#group1 

 

＜Monet Technologies ホームページ＞ 

https://www.monet-technologies.com/news/info/20240213_02 

 

＜ABS秋田放送 移動市役所車両お披露目式 ニュース＞ 

https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/ab0ebc2a51b04546a6819ce3a20a46e230 
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